
　今回のあぐろグラムでは記憶に新しい「平成３０年７
月豪雨」による河川の増水で横転したトラクターの写
真を紹介します。
　当ＪＡ管内でも河川の増水によるほ場の浸水など農
作物への被害だけでなく、電気や水道といったライフ
ラインが断絶した地域もありました。そうした中で、
当ＪＡでは地域に密着したＪＡ職員として、社会に貢献
する活動の一環であると位置づけ積極的なボランティ
ア活動を行いました。
　猛烈な被害をもたらした「平成３０年７月豪雨」から
１年が経とうとしています。あらためて被災された方
にお見舞い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　  編集担当　荻野 透

※「あぐろグラム」とは
「アグリ（農業）」と「ログ（記録）」、写真専用投稿ソーシャ
ルネットワーキングサービス「インスタグラム」をかけた
造語です。
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レシピ提供／永井智一（ながいともかず）
茨城県笠間市にある「キッチン晴人（ハレジン）」
オーナーシェフ
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和

JA岡山は、組合員募集中です！
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JA岡山  広報誌

「ありがとう 伝えて広がる 協同の和」

Recipe
旬のレシピ紹介

【作り方】
フライパンにオリーブ油をひき、
一口大に切ったタコとジャガイモ
を入れ、Aを加えて弱火で５分ほど
炒める。
ボウルに〔１〕を入れ、Bと３㌢ほ
どに切ったホワイトセロリを入れ
て混ぜ合わせ、器に盛り付ける。

A

B

1.

2.

タコとジャガイモの
バジルあえ
アンチョビフィレ　　　　　　　1枚
ケッパー　　　　　　　　　　 5粒

市販のバジルソース　　　  大さじ1
レモン汁　　　　　　　　  小さじ1

蒸しタコ足　　　　　　　　　 1本
ゆでたジャガイモ　　　　　　  2個
オリーブ油　　　　　　　  大さじ1
ホワイトセロリ　　　　　　　　1束

【材料：2人分】

特集

「ＪＡ岡山中期計画の取り組み」



FEATURE
This month's

　

当
Ｊ
Ａ
は
、
平
成
28
年
度
の
通
常
総
代
会
で
設
定
し
た
「
Ｊ
Ａ
岡
山
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
、
同
年
度
か

ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
３
カ
年
に
お
い
て
、
そ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　

中
期
計
画
の
具
体
的
な
取
組
内
容
は
、
第
33
回
岡
山
県
Ｊ
Ａ
大
会
で
決
議
さ
れ
た
県
下
Ｊ
Ａ
統
一
の
重
点

的
取
組
事
項
（
10
項
目
）
別
に
掲
げ
て
、
年
度
ご
と
に
進
捗
管
理
や
実
践
状
況
の
検
証
を
行
っ
た
後
、
組
合

員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
へ
広
報
誌
等
を
活
用
し
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
３

カ
年
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る
平
成
30
年
度
の
実
践
概
況
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
30
年
度 

実
践
概
況
報
告

Ｊ
Ａ
岡
山
中
期
計
画
の
取
り
組
み

今月の特集
②
主
要
園
芸
品
目
の
市
場
集
約
（
平

成
３０
年
度
実
施
）

・
市
場
集
約
に
む
け
て
部
会
別
の
出
荷

先
の
調
査
を
行
い
、
ブ
ド
ウ
を
県
南

〜
中
北
部
の
産
地
で
重
点
市
場
に
リ

レ
ー
出
荷
を
行
い
ま
し
た
。

③
関
東
・
関
西
市
場
へ
の
販
路
拡
大

・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
全
出
荷
量
約

１
７
１
・
７
㌧
の
う
ち
、
関
東
市
場

出
荷
28
・
１
㌧
（
出
荷
比
率
16
％
）、

関
西
市
場
出
荷
50
・
１
㌧
（
出
荷
比

率
29
％
）
と
な
り
、
全
出
荷
量
の
45
・

５
％
を
占
め
ま
し
た
。

・
岡
山
白
桃
全
出
荷
量
約
３
６
５
・
６

㌧
の
う
ち
、
関
東
市
場
へ
の
出
荷
は

34
㌧
（
出
荷
比
率
９
・
３
％
）、
関
西

市
場
へ
の
出
荷
は
２
・
７
㌧
（
出
荷
比

率
０
・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

④
販
売
担
当
者
の
資
質
向
上
と
体

制
強
化

・
青
果
物
の
有
利
販
売
に
つ
な
げ
る
た

め
、
日
々
の
販
売
情
勢
・
産
地
の
概

況
を
取
り
ま
と
め
、
定
期
的
に
各
営

農
セ
ン
タ
ー
や
生
産
部
会
、
市
場
へ
の

情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

岡
山
市
場
で
販
売
専
任
者
研
修
を

行
い
、
販
売
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

し
た
。

３　

付
加
価
値
の
増
大
と
新

た
な
需
要
開
拓
へ
の
挑
戦

①
管
内
農
畜
産
物
の
販
売
促
進
・
Ｐ

Ｒ
活
動
の
強
化

・
管
内
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、

県
内
17
回
（
イ
オ
ン
岡
山
、
山
陽
マ
ル

ナ
カ
、Ａ
コ
ー
プ
西
大
寺
等
）、
広
島

１
回
（
イ
オ
ン
広
島
）、
関
東
４
回
（
ロ

ピ
ア
、
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
、

大
宮
高
島
屋
）、
関
西
３
回
（
山
陽
マ

ル
ナ
カ
、
大
果
大
阪
青
果
、
イ
オ
ン

神
戸
南
）、
量
販
店
で
の
販
促
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

・
備
南
施
設
茄
子
部
会
「
千
両
な
す
」

進
発
式
（
10
月
）

・
イ
ベ
ン
ト
参
加
と
し
て
、
岡
山
市
地

産
地
消
マ
ル
シ
ェ
や
Ｇ
20
岡
山
保
健
大

臣
会
合
２
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
「
＃
健

康
人
宣
言
岡
山
」、「
も
っ
と
食
べ
よ
う

岡
山
米
」
農
産
物
マ
ル
シ
ェ
な
ど
に
対

応
し
ま
し
た
。

・
農
産
物
直
売
所
で
は
産
直
ま
つ
り
を

は
じ
め
、
各
店
舗
の
特
色
を
生
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
延
べ
22
回
開
催
す
る
と

と
も
に
、
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

を
特
売
日
と
し
て
、
１０
店
舗
で
「
火

曜
市
」
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

・
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
郵
便

局
（
ゆ
う
パ
ッ
ク
）
の
「
ふ
る
さ
と
小

包
便
」
を
利
用
し
、
ピ
オ
ー
ネ
の
買
い

取
り
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
郵
政
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
「
花
野

果
ギ
フ
ト
」へ
管
内
の
青
果
物
、
加
工

品
を
提
案
し
、
21
品
目
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

②
管
内
生
産
米
に
よ
る
食
味
ラ
ン
キ

ン
グ
特
Ａ
の
取
得

・
食
味
向
上
技
術
の
確
立
と
そ
の
検
証

を
継
続
し
て
行
う
た
め
、
全
農
を
通

じ
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
を
穀
物
検
定
協
会

へ
出
品
し
た
結
果
、
３
年
連
続
で
「
特

Ａ
」
に
次
ぐ
「
Ａ
」
の
評
価
と
な
り
ま

し
た
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
よ
る
新

規
販
売
先
の
拡
大

・
主
と
な
る
白
桃
、
ブ
ド
ウ
に
加
え
、

新
た
に
「
千
屋
牛
」、「
飲
む
お
か
や

ま
白
桃
ジ
ュ
レ
」、「
あ
ら
ご
し
み
か
ん

じ
ゅ
ー
す
」、「
あ
ら
ご
し
白
桃
じ
ゅ
ー

す
」
を
商
品
と
し
て
加
え
、
平
成
30

年
度
の
販
売
実
績
は
５
４
４
万
円
（
前

年
対
比
１
２
８
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

④
青
果
物
の
一
次
加
工
品
の
開
発
と

販
売
先
の
確
保

・
新
規
加
工
品
と
し
て
、
一
宮
産
白
桃

を
使
用
し
た
「
あ
ら
ご
し
白
桃
じ
ゅ
ー

す
」
を
製
造
し
、Ｊ
Ａ
岡
山
農
産
物
直

売
所
等
で
販
売
し
ま
し
た
。

４　

生
産
資
材
価
格
の
引
き

下
げ
と
低
コ
ス
ト
生
産
技
術

の
確
立
・
普
及

①
安
価
で
高
品
質
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
肥
料
の
提
案

・
予
約
購
買
を
基
軸
と
し
た
安
定
供

給
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
い
ま

し
た
。 

Ｊ
Ａ
岡
山
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
肥
料
で
あ
る
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
あ

き
た
こ
ま
ち
専
用
」、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

専
用
」、「
朝
日
・
ア
ケ
ボ
ノ
専
用
」

肥
料
の
普
及
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

新
た
に
15
㌕
袋
の
軽
量
・
ハ
イ
チ
ッ
ソ

肥
料
「
Ｊ
Ａ
お
か
や
ま
専
用
５
８
８
中

晩
生
」、「
Ｊ
Ａ
お
か
や
ま
専
用
５
９
０

晩
生
」
を
発
売
し
ま
し
た
。

１　

担
い
手
経
営
体
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
個
別
対
応

①
全
営
農
セ
ン
タ
ー
に
Ｔ
Ａ
Ｃ（
担

い
手
担
当
）
並
び
に
作
物
別
営
農
指

導
員
を
配
置

・
本
所
へ
営
農
指
導
担
当
６
人
（
米
麦

１
人
、
野
菜
１
人
、
野
菜
・
花
卉
２
人
、

果
樹
２
人
）、
各
営
農
セ
ン
タ
ー
よ
り

３
人
以
上
で
、
計
28
人
の
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
指

導
員
」（
米
麦
必
須
と
し
、
野
菜
・
花

卉
担
当
も
し
く
は
果
樹
担
当
）
を
配

置
し
、
担
い
手
農
家
に
対
し
て
専
門

的
か
つ
日
常
的
に
出
向
く
営
農
指
導

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

・ 

Ｔ
Ａ
Ｃ
リ
ー
ダ
ー
会
議
を
月
１
回
開

催
し
、
本
所
と
営
農
セ
ン
タ
ー
と
の

営
農
指
導
に
か
か
る
情
報
共
有
と
連

携
を
図
り
ま
し
た
。

②
県
域
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
た
担
い
手
経
営
体
へ
の
個

別
支
援
活
動
等
の
強
化

・
岡
山
県
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
農
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を

２
会
場
（
瀬
戸
内
・
備
南
）
で
開
催
し

ま
し
た
。

・
管
内
の
担
い
手
へ
の
対
応
策
と
し
て
、

大
型
農
家
（
米
麦
・
園
芸
）
８
４
０
人

を
対
象
に
訪
問
活
動
に
よ
る
支
援
（
情

報
提
供
・
個
別
指
導
等
）
を
継
続
し

ま
し
た
。

２　

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基

づ
く
生
産
・
販
売
事
業
方
式

の
強
化

①
用
途
に
応
じ
た
実
需
者
へ
の
米
直

接
販
売
の
拡
大

・
販
売
計
画
を
も
と
に
集
荷
・
販
売
を

行
っ
た
結
果
、
直
接
販
売
率
は
米
取
扱

数
量
全
体
の
56
％
と
な
り
ま
し
た
。

・
販
路
拡
大
の
た
め
、
新
た
に
米
穀
卸

業
者
１
社
と
取
引
を
始
め
ま
し
た
。

・
概
算
金
に
つ
い
て
は
、
加
工
用
米
（
朝

日
・
ア
ケ
ボ
ノ
）の
単
価
を
他
品
種
よ

り
１
，
０
０
０
円
高
く
設
定
し
、
有
利

性
の
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

・
水
稲
、
麦
、
野
菜
、
果
樹
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
作
物
に
幅
広
く
使
用

で
き
る
「
化
成
肥
料
14-

14-

14
」
で

の
生
産
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

②
大
型
規
格
農
薬
や
省
力
型
商
品
の

提
案
な
ど

・
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
（
２
０
０
㍑
）
を
は

じ
め
、
水
稲
除
草
剤
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト

Ｋ
Ａ
Ｉ（
40
㌕
）、
ジ
ェ
イ
フ
レ
ン
ド

（
40
㌕
）
な
ど
や
箱
苗
処
理
剤
の
ツ
イ

ン
タ
ー
ボ
フ
ェ
ル
テ
ィ
ラ
箱
粒
剤
（
10

㌕
）、
フ
ル
タ
ー
ボ
箱
粒
剤
（
10
㌕
）
な

ど
大
型
規
格
農
薬
の
普
及
拡
大
に
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
省
力
化
商
品
と
し
て
、
水
口
施
用
で

き
る
水
稲
除
草
剤
コ
メ
ッ
ト
顆
粒
（
80

㌘
）
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

５　

新
た
な
担
い
手
の
育
成

や
担
い
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

対
策

①
就
農
支
援
体
制
の
整
備
と
関
係
機

関
と
連
携
し
た
就
農
支
援
活
動

・
岡
山
市
と
連
携
し
、
担
い
手
確
保
に

む
け
た
取
り
組
み
と
し
て
「
新
農
業
人

フ
ェ
ア
」
の
就
農
相
談
会
に
参
加
し
ま

し
た
。（
大
阪
会
場
12
月
、
東
京
会
場

１
月
）

・
新
規
就
農
者
の
確
保
に
む
け
、
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
農
業
実
務
研
修

生
と
し
て
８
人
（
果
樹
４
人
、
野
菜
４

人
）
を
確
保
し
、
受
け
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

・
農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
、
一

宮
地
区
（
桃
）
に
お
い
て
新
規
栽
培
者

向
け
に
40
㌃
の
農
地
集
積
を
行
い
ま

し
た
。

②
野
菜
・
果
樹
等
の
農
業
塾
開
催
に

よ
る
新
規
栽
培
者
の
確
保
・
育
成

・
農
業
塾
を
開
講
し
、「
も
も
農
業
塾
」

12
人
、「
ブ
ド
ウ
農
業
塾
」
19
人
、「
野

菜
農
業
塾
」
に
は
延
べ
29
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

・
新
規
就
農
者
は
、
岡
山
市
31
人
、
瀬

戸
内
市
４
人
、
玉
野
市
２
人
、
吉
備

中
央
町
３
人
の
合
計
40
人
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
生
産
部
会
へ
の
新
規
加
入

は
13
人
と
な
り
ま
し
た
。

③
税
務
申
告
や
経
営
相
談
等
、
担
い

手
等
へ
の
農
業
経
営
管
理
支
援
強
化

・
税
務
相
談
会
を
11
会
場
で
実
施
し
ま

し
た
。

・
岡
山
県
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
法
人
化
を
検
討
さ
れ
て
い

る
担
い
手
農
家
（
37
人
）へ
経
営
診
断
、

経
営
管
理
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

６　

営
農
・
経
済
事
業
へ
の

経
営
資
源
の
シ
フ
ト

①
Ｊ
Ａ
岡
山
人
材
育
成
基
本
方
針
の

実
践

・
営
農
指
導
員
協
議
会
の
現
地
研
修
会

（
新
見
市
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

種
苗
会
社
の
農
場
見
学
等
に
参
加
し
、

野
菜
の
新
品
種
情
報
の
収
集
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

・
資
格
取
得
は
、
営
農
指
導
員
５
人
、

生
活
指
導
員
２
人
、
毒
物
劇
物
取
扱

責
任
者
４
人
と
な
り
ま
し
た
。

②
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
要
員
計
画

の
策
定

・
指
導
課
に
経
営
管
理
担
当
２
人
、
野

菜
担
当
１
人
、
野
菜
・
花
卉
担
当
２
人
、

果
樹
担
当
２
人
、
総
合
的
に
対
応
で

き
る
職
員
１
人
（
米
麦
担
当
兼
務
）
を

配
置
し
ま
し
た
。

７　

地
域
実
態
・
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活

動
の
展
開

支
所
だ
よ
り
の
発
行
、
地
域
独
自
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
支
所
ふ
れ
あ
い
旅

行
の
実
施
、
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
の

実
施

・
支
所
だ
よ
り
は
、
40
支
所
、
７
営
農

セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
ま
し
た
。

・
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
地
域
独
自
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
結
果
、
実
績
は
１
９
８
件
と
な
り
ま

し
た
。

・
支
所
独
自
の
旅
行
計
画
と
し
て
「
ふ

れ
あ
い
旅
行
」
を
14
支
所
で
実
施
し

ま
し
た
。

・
女
性
部
20
支
部
で
ゴ
ー
ヤ
を
栽
培
し

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

８　

正
・
准
組
合
員
の
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

Ｊ
Ａ
岡
山
女
性
大
学
の
開
催
、
女
性

部
員
の
加
入
促
進
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
の
加
入
促
進
、
青
壮
年
部
品
目
別

部
会
の
設
立

・
女
性
大
学
（
４
期
生
）
に
お
い
て
は

８
講
座
を
開
催
し
、
延
べ
１
６
０
人
が

受
講
し
ま
し
た
。

・
女
性
部
の
平
成
30
年
度
部
員
数
は

３
，
０
６
４
人
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
に
女
性
部
み
つ
支
部
に
お
い
て
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
が
発
足
し
、
６
支
部
59

人
が
活
動
し
ま
し
た
。

・
青
壮
年
部
に
お
い
て
は
、
中
国
・
四

国
地
区
青
年
の
主
張
・
Ｊ
Ａ
青
年
組
織

実
績
発
表
大
会
へ
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
分
科
会
活
動
と
し
て
平
成
30
年

７
月
豪
雨
の
被
災
ほ
場
に
流
入
し
た
土

砂
の
除
去
等
、
復
興
支
援
作
業
を
行

い
ま
し
た
。（
３
月
・
25
人
参
加
）

９　

准
組
合
員
の
「
農
」
に

基
づ
く
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の

強
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
「
あ
ぐ
ろ
ぐ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
の
発
刊
、
農
産
物
直
売

所
で
の
産
直
ま
つ
り
の
開
催

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
は
、
平
成
30
年
７
月

に
２
０
１
８
夏
号
を
19
万
３
千
５
百

部
、
平
成
31
年
１
月
に
冬
号
を
19
万

９
千
部
発
刊
し
ま
し
た
。

・
産
直
ま
つ
り
は
、
平
成
30
年
９
月
に

１
回
目
を
、
12
月
に
２
回
目
を
開
催
し

ま
し
た
。

１０　
「
食
」「
農
」「
協
同
組
合
」

に
か
か
る
地
域
住
民
の
理
解

の
醸
成
に
向
け
て
の
広
報
活

動
の
展
開

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
を
介
し
た
Ｐ

Ｒ
、
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
開
催

・
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
で
の
広
報
活

動
は
、
平
成
30
年
度
で
33
回
行
い
ま

し
た
。

・
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
米
・
野

菜
（
ニ
ン
ジ
ン
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）
を
中
心

に
農
作
業
体
験
等
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

組
み
、年
間
で
８
講
座
開
講
し
ま
し
た
。

（
参
加
受
講
生
34
人
）



②
主
要
園
芸
品
目
の
市
場
集
約
（
平

成
３０
年
度
実
施
）

・
市
場
集
約
に
む
け
て
部
会
別
の
出
荷

先
の
調
査
を
行
い
、
ブ
ド
ウ
を
県
南

〜
中
北
部
の
産
地
で
重
点
市
場
に
リ

レ
ー
出
荷
を
行
い
ま
し
た
。

③
関
東
・
関
西
市
場
へ
の
販
路
拡
大

・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
全
出
荷
量
約

１
７
１
・
７
㌧
の
う
ち
、
関
東
市
場

出
荷
28
・
１
㌧
（
出
荷
比
率
16
％
）、

関
西
市
場
出
荷
50
・
１
㌧
（
出
荷
比

率
29
％
）
と
な
り
、
全
出
荷
量
の
45
・

５
％
を
占
め
ま
し
た
。

・
岡
山
白
桃
全
出
荷
量
約
３
６
５
・
６

㌧
の
う
ち
、
関
東
市
場
へ
の
出
荷
は

34
㌧
（
出
荷
比
率
９
・
３
％
）、
関
西

市
場
へ
の
出
荷
は
２
・
７
㌧
（
出
荷
比

率
０
・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

④
販
売
担
当
者
の
資
質
向
上
と
体

制
強
化

・
青
果
物
の
有
利
販
売
に
つ
な
げ
る
た

め
、
日
々
の
販
売
情
勢
・
産
地
の
概

況
を
取
り
ま
と
め
、
定
期
的
に
各
営

農
セ
ン
タ
ー
や
生
産
部
会
、
市
場
へ
の

情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

岡
山
市
場
で
販
売
専
任
者
研
修
を

行
い
、
販
売
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

し
た
。

３　

付
加
価
値
の
増
大
と
新

た
な
需
要
開
拓
へ
の
挑
戦

①
管
内
農
畜
産
物
の
販
売
促
進
・
Ｐ

Ｒ
活
動
の
強
化

・
管
内
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、

県
内
17
回
（
イ
オ
ン
岡
山
、
山
陽
マ
ル

ナ
カ
、Ａ
コ
ー
プ
西
大
寺
等
）、
広
島

１
回
（
イ
オ
ン
広
島
）、
関
東
４
回
（
ロ

ピ
ア
、
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
、

大
宮
高
島
屋
）、
関
西
３
回
（
山
陽
マ

ル
ナ
カ
、
大
果
大
阪
青
果
、
イ
オ
ン

神
戸
南
）、
量
販
店
で
の
販
促
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

・
備
南
施
設
茄
子
部
会
「
千
両
な
す
」

進
発
式
（
10
月
）

・
イ
ベ
ン
ト
参
加
と
し
て
、
岡
山
市
地

産
地
消
マ
ル
シ
ェ
や
Ｇ
20
岡
山
保
健
大

臣
会
合
２
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
「
＃
健

康
人
宣
言
岡
山
」、「
も
っ
と
食
べ
よ
う

岡
山
米
」
農
産
物
マ
ル
シ
ェ
な
ど
に
対

応
し
ま
し
た
。

・
農
産
物
直
売
所
で
は
産
直
ま
つ
り
を

は
じ
め
、
各
店
舗
の
特
色
を
生
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
延
べ
22
回
開
催
す
る
と

と
も
に
、
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

を
特
売
日
と
し
て
、
１０
店
舗
で
「
火

曜
市
」
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。

・
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
郵
便

局
（
ゆ
う
パ
ッ
ク
）
の
「
ふ
る
さ
と
小

包
便
」
を
利
用
し
、
ピ
オ
ー
ネ
の
買
い

取
り
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
郵
政
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
「
花
野

果
ギ
フ
ト
」へ
管
内
の
青
果
物
、
加
工

品
を
提
案
し
、
21
品
目
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

②
管
内
生
産
米
に
よ
る
食
味
ラ
ン
キ

ン
グ
特
Ａ
の
取
得

・
食
味
向
上
技
術
の
確
立
と
そ
の
検
証

を
継
続
し
て
行
う
た
め
、
全
農
を
通

じ
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
を
穀
物
検
定
協
会

へ
出
品
し
た
結
果
、
３
年
連
続
で
「
特

Ａ
」
に
次
ぐ
「
Ａ
」
の
評
価
と
な
り
ま

し
た
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
よ
る
新

規
販
売
先
の
拡
大

・
主
と
な
る
白
桃
、
ブ
ド
ウ
に
加
え
、

新
た
に
「
千
屋
牛
」、「
飲
む
お
か
や

ま
白
桃
ジ
ュ
レ
」、「
あ
ら
ご
し
み
か
ん

じ
ゅ
ー
す
」、「
あ
ら
ご
し
白
桃
じ
ゅ
ー

す
」
を
商
品
と
し
て
加
え
、
平
成
30

年
度
の
販
売
実
績
は
５
４
４
万
円
（
前

年
対
比
１
２
８
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

④
青
果
物
の
一
次
加
工
品
の
開
発
と

販
売
先
の
確
保

・
新
規
加
工
品
と
し
て
、
一
宮
産
白
桃

を
使
用
し
た
「
あ
ら
ご
し
白
桃
じ
ゅ
ー

す
」
を
製
造
し
、Ｊ
Ａ
岡
山
農
産
物
直

売
所
等
で
販
売
し
ま
し
た
。

４　

生
産
資
材
価
格
の
引
き

下
げ
と
低
コ
ス
ト
生
産
技
術

の
確
立
・
普
及

①
安
価
で
高
品
質
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ブ
ラ
ン
ド
肥
料
の
提
案

・
予
約
購
買
を
基
軸
と
し
た
安
定
供

給
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
い
ま

し
た
。 

Ｊ
Ａ
岡
山
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
肥
料
で
あ
る
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
あ

き
た
こ
ま
ち
専
用
」、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

専
用
」、「
朝
日
・
ア
ケ
ボ
ノ
専
用
」

肥
料
の
普
及
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

新
た
に
15
㌕
袋
の
軽
量
・
ハ
イ
チ
ッ
ソ

肥
料
「
Ｊ
Ａ
お
か
や
ま
専
用
５
８
８
中

晩
生
」、「
Ｊ
Ａ
お
か
や
ま
専
用
５
９
０

晩
生
」
を
発
売
し
ま
し
た
。

・
水
稲
、
麦
、
野
菜
、
果
樹
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
作
物
に
幅
広
く
使
用

で
き
る
「
化
成
肥
料
14-

14-

14
」
で

の
生
産
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

②
大
型
規
格
農
薬
や
省
力
型
商
品
の

提
案
な
ど

・
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
（
２
０
０
㍑
）
を
は

じ
め
、
水
稲
除
草
剤
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト

Ｋ
Ａ
Ｉ（
40
㌕
）、
ジ
ェ
イ
フ
レ
ン
ド

（
40
㌕
）
な
ど
や
箱
苗
処
理
剤
の
ツ
イ

ン
タ
ー
ボ
フ
ェ
ル
テ
ィ
ラ
箱
粒
剤
（
10

㌕
）、
フ
ル
タ
ー
ボ
箱
粒
剤
（
10
㌕
）
な

ど
大
型
規
格
農
薬
の
普
及
拡
大
に
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
省
力
化
商
品
と
し
て
、
水
口
施
用
で

き
る
水
稲
除
草
剤
コ
メ
ッ
ト
顆
粒
（
80

㌘
）
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

５　

新
た
な
担
い
手
の
育
成

や
担
い
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

対
策

①
就
農
支
援
体
制
の
整
備
と
関
係
機

関
と
連
携
し
た
就
農
支
援
活
動

・
岡
山
市
と
連
携
し
、
担
い
手
確
保
に

む
け
た
取
り
組
み
と
し
て
「
新
農
業
人

フ
ェ
ア
」
の
就
農
相
談
会
に
参
加
し
ま

し
た
。（
大
阪
会
場
12
月
、
東
京
会
場

１
月
）

・
新
規
就
農
者
の
確
保
に
む
け
、
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
農
業
実
務
研
修

生
と
し
て
８
人
（
果
樹
４
人
、
野
菜
４

人
）
を
確
保
し
、
受
け
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。

・
農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
、
一

宮
地
区
（
桃
）
に
お
い
て
新
規
栽
培
者

向
け
に
40
㌃
の
農
地
集
積
を
行
い
ま

し
た
。

②
野
菜
・
果
樹
等
の
農
業
塾
開
催
に

よ
る
新
規
栽
培
者
の
確
保
・
育
成

・
農
業
塾
を
開
講
し
、「
も
も
農
業
塾
」

12
人
、「
ブ
ド
ウ
農
業
塾
」
19
人
、「
野

菜
農
業
塾
」
に
は
延
べ
29
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

・
新
規
就
農
者
は
、
岡
山
市
31
人
、
瀬

戸
内
市
４
人
、
玉
野
市
２
人
、
吉
備

中
央
町
３
人
の
合
計
40
人
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
生
産
部
会
へ
の
新
規
加
入

は
13
人
と
な
り
ま
し
た
。

③
税
務
申
告
や
経
営
相
談
等
、
担
い

手
等
へ
の
農
業
経
営
管
理
支
援
強
化

・
税
務
相
談
会
を
11
会
場
で
実
施
し
ま

し
た
。

・
岡
山
県
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
法
人
化
を
検
討
さ
れ
て
い

る
担
い
手
農
家
（
37
人
）へ
経
営
診
断
、

経
営
管
理
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

６　

営
農
・
経
済
事
業
へ
の

経
営
資
源
の
シ
フ
ト

①
Ｊ
Ａ
岡
山
人
材
育
成
基
本
方
針
の

実
践

・
営
農
指
導
員
協
議
会
の
現
地
研
修
会

（
新
見
市
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

種
苗
会
社
の
農
場
見
学
等
に
参
加
し
、

野
菜
の
新
品
種
情
報
の
収
集
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

・
資
格
取
得
は
、
営
農
指
導
員
５
人
、

生
活
指
導
員
２
人
、
毒
物
劇
物
取
扱

責
任
者
４
人
と
な
り
ま
し
た
。

②
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
要
員
計
画

の
策
定

・
指
導
課
に
経
営
管
理
担
当
２
人
、
野

菜
担
当
１
人
、
野
菜
・
花
卉
担
当
２
人
、

果
樹
担
当
２
人
、
総
合
的
に
対
応
で

き
る
職
員
１
人
（
米
麦
担
当
兼
務
）
を

配
置
し
ま
し
た
。

７　

地
域
実
態
・
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活

動
の
展
開

支
所
だ
よ
り
の
発
行
、
地
域
独
自
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
支
所
ふ
れ
あ
い
旅

行
の
実
施
、
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
の

実
施

・
支
所
だ
よ
り
は
、
40
支
所
、
７
営
農

セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
ま
し
た
。

・
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
地
域
独
自
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
結
果
、
実
績
は
１
９
８
件
と
な
り
ま

し
た
。

・
支
所
独
自
の
旅
行
計
画
と
し
て
「
ふ

れ
あ
い
旅
行
」
を
14
支
所
で
実
施
し

ま
し
た
。

・
女
性
部
20
支
部
で
ゴ
ー
ヤ
を
栽
培
し

「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

８　

正
・
准
組
合
員
の
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

Ｊ
Ａ
岡
山
女
性
大
学
の
開
催
、
女
性

部
員
の
加
入
促
進
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
の
加
入
促
進
、
青
壮
年
部
品
目
別

部
会
の
設
立

・
女
性
大
学
（
４
期
生
）
に
お
い
て
は

８
講
座
を
開
催
し
、
延
べ
１
６
０
人
が

受
講
し
ま
し
た
。

・
女
性
部
の
平
成
30
年
度
部
員
数
は

３
，
０
６
４
人
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
に
女
性
部
み
つ
支
部
に
お
い
て
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
が
発
足
し
、
６
支
部
59

人
が
活
動
し
ま
し
た
。

・
青
壮
年
部
に
お
い
て
は
、
中
国
・
四

国
地
区
青
年
の
主
張
・
Ｊ
Ａ
青
年
組
織

実
績
発
表
大
会
へ
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
分
科
会
活
動
と
し
て
平
成
30
年

７
月
豪
雨
の
被
災
ほ
場
に
流
入
し
た
土

砂
の
除
去
等
、
復
興
支
援
作
業
を
行

い
ま
し
た
。（
３
月
・
25
人
参
加
）

９　

准
組
合
員
の
「
農
」
に

基
づ
く
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の

強
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
「
あ
ぐ
ろ
ぐ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
の
発
刊
、
農
産
物
直
売

所
で
の
産
直
ま
つ
り
の
開
催

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
は
、
平
成
30
年
７
月

に
２
０
１
８
夏
号
を
19
万
３
千
５
百

部
、
平
成
31
年
１
月
に
冬
号
を
19
万

９
千
部
発
刊
し
ま
し
た
。

・
産
直
ま
つ
り
は
、
平
成
30
年
９
月
に

１
回
目
を
、
12
月
に
２
回
目
を
開
催
し

ま
し
た
。

１０　
「
食
」「
農
」「
協
同
組
合
」

に
か
か
る
地
域
住
民
の
理
解

の
醸
成
に
向
け
て
の
広
報
活

動
の
展
開

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
を
介
し
た
Ｐ

Ｒ
、
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
開
催

・
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
で
の
広
報
活

動
は
、
平
成
30
年
度
で
33
回
行
い
ま

し
た
。

・
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
米
・
野

菜
（
ニ
ン
ジ
ン
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）
を
中
心

に
農
作
業
体
験
等
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

組
み
、年
間
で
８
講
座
開
講
し
ま
し
た
。

（
参
加
受
講
生
34
人
）



営農部指導課
中江 智子
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中川 雄一

　
春
に
定
植
し
た
夏
野
菜
の
苗
が
大

き
く
な
り
、
収
穫
が
待
ち
遠
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
今
月
号
で
は

草
勢
診
断
の
ポ
イ
ン
ト
を
書
い
て
い

ま
す
。
株
の
状
況
を
確
認
し
て
、
長

期
収
穫
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

 

●
ナ
ス

　
ナ
ス
は
花
の
状
態
を
確
認
し
ま

す
（
資
料
1
）。
雌
し
べ
の
柱
頭
が

雄
し
べ
よ
り
長
い
と
草
勢
が
よ
く

正
常
な
状
態
で
す
。
ナ
ス
の
花
は

下
向
き
に
つ
く
の
で
、
雌
し
べ
が

雄
し
べ
よ
り
短
い
と
受
粉
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
急
い

で
追
肥
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
花

の
色
が
淡
く
、
白
み
が
か
っ
た
紫

色
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
、
栄
養

が
不
足
し
て
い
ま
す
。

●
ト
マ
ト

　
ト
マ
ト
は
株
の
上
端
か
ら
約
10

〜
15
㌢
の
茎
の
太
さ
、
葉
の
巻
き

方
を
確
認
し
ま
す
（
資
料
2
）。
茎

の
太
さ
が
1.2
㌢
程
度
、
葉
が
軽
く

巻
い
て
い
る
状
態
が
正
常
で
す
。

一
方
で
茎
が
太
く
、
葉
の
表
面
が

ぼ
こ
ぼ
こ
し
て
内
側
に
強
く
巻
い

て
い
る
場
合
は
、
草
勢
が
強
く
栄

養
過
多
の
状
態
な
の
で
追
肥
を
控

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
葉
色

が
薄
く
、
葉
が
上
向
き
に
立
つ
場

合
は
栄
養
不
足
な
の
で
追
肥
が
必

要
で
す
。

●
カ
ボ
チ
ャ
・
ス
イ
カ

　
カ
ボ
チ
ャ
と
ス
イ
カ
は
、
つ
る
の

先
端
を
確
認
し
ま
す
（
資
料
3
）。

つ
る
先
が
地
面
か
ら
約
45
度
立
ち

上
が
っ
て
い
る
状
態
が
正
常
で
す
。

つ
る
が
45
度
よ
り
立
ち
上
が
っ
て

い
る
場
合
は
栄
養
過
多
、
つ
る
先

が
下
を
向
い
て
い
る
場
合
は
栄
養

不
足
で
す
。

●
追
肥
と
灌
水

　
今
回
紹
介
し
た
品
目
の
一
般
的

な
追
肥
量
と
追
肥
時
期
の
目
安
を

資
料
4
に
示
し
て
い
ま
す
。
草
勢

診
断
で
正
常
と
判
断
さ
れ
る
場
合

は
、
急
い
で
追
肥
を
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
栄
養
不
足
の
場
合

は
な
る
べ
く
早
く
追
肥
を
行
い
、

栄
養
過
多
の
場
合
は
追
肥
を
控
え

て
く
だ
さ
い
。

　
梅
雨
が
明
け
て
か
ら
は
乾
燥
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。
日
中
に
土

壌
が
極
端
に
乾
燥
し
、
葉
が
萎
れ

る
場
合
は
灌
水
量
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
敷
き
わ
ら
や
敷

き
草
は
乾
燥
防
止
と
地
温
抑
制
に

役
立
ち
ま
す
。

株
の
状
況
を

確
認
し
て
、

長
期
収
穫
を

目
指
し
ま
し
ょ
う

翌
年
の

花
芽
を
残
す

せ
ん
定
方
法
が

必
要
で
す

資料5 主な花木の花芽分化時期と開花時期

花木名 花芽分化期 開花期

キョウチクトウ
キンシバイ
バラ
ハイビスカス
サルスベリ
ウメ
ハナモモ
ロウバイ
ユキヤナギ
シモツケ
アオキ
サザンカ
ツツジ
モクレン
ライラック
アジサイ
ボタン

3～4月
5月
5～11月
4～9月
4月
7月
9～12月
6～7月
10月
8～10月
7～8月
6月
6～8月
6～7月
7月
9～10月
7月

7～9月
6～7月
5～11月
6～11月
7～9月
1～3月
3～4月
12～2月
4～5月
6～7月
3～4月
10～12月
4～5月
3～4月
5～6月
6～7月
4～５月

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

花芽ができる場所
頂芽（先端）頂芽、側芽 側芽

開花する年
分化した年内 分化の翌年

資料6 ウメなど側芽に花芽ができるもの

頂芽は長く伸び
花芽をつけない

葉芽

花芽

資料1 ナスの草勢診断

花の色
追肥

濃い紫色
暦通り行う

紫色
追肥で草勢維持

淡い紫色
長花柱花 中花柱花 短花柱花

急いで行う

がく

花弁
雌しべ雄しべ

資料2 トマトの草勢診断

茎
葉

太い
内側に強く巻く

1.2㌢程度
軽く巻く

細い
上向きに立つ

追肥 控える 暦通り行う 急いで行う

資料3 カボチャ・スイカの草勢診断

つる先
追肥

立ち上がっている
控える

約45度
暦通り行う

平行、下向き
急いで行う

45度

ナス

①一番果肥大後　
②①の後1週間～10日おき

1回約30㌘

資料4 追肥のタイミングと10平方㍍
　　　 あたり追肥量(窒素成分） 

トマト

①一番果が10～ 500円玉大の頃　
②3、5、7、9段開花時

1回約20㌘

カボチャ

①つるが50㌢程度　
②一番果が着果

1回約40㌘

スイカ

①つるが50㌢程度　②一番果が着果　
③一番果が茶碗大の頃

①約20㌘　②約40㌘　③約20㌘

　
今
回
は
、
花
木
の
花
芽
分
化

（
目
に
は
見
え
な
い
が
来
年
の
花

の
芽
が
で
き
る
こ
と
）
の
時
期
と

せ
ん
定
の
関
係
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
せ
ん
定
の
狙
い

　
冬
に
せ
ん
定
す
る
と
、
樹
形

が
ま
と
ま
る
が
花
は
あ
ま
り
咲

か
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
せ
ん
定
の
大
き
な

ね
ら
い
は
①
樹
形
（
さ
ら
に
庭

の
景
色
）
を
整
え
る
こ
と
と
②

花
つ
き
を
よ
く
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
②
を
重
視
す
る
場
合
は
花
芽

分
化
の
時
期
を
知
っ
て
、
翌
年

の
花
芽
を
残
す
せ
ん
定
方
法
が

必
要
で
す
。

●
花
芽
分
化
と
開
花
の
主
な
タ
イ
プ

　
タ
イ
プ
別
に
花
芽
が
で
き
る

時
期
や
位
置
、
開
花
時
期
の
関

係
を
整
理
し
ま
し
た
（
資
料
5
）。

　
上
か
ら
5
番
目
の
サ
ル
ス
ベ

リ
ま
で
は
春
以
降
花
芽
が
で
き

て
そ
の
年
の
内
に
咲
く
（
冬
は
ま

だ
花
芽
が
で
き
て
い
な
い
）
の

で
、
開
花
期
の
あ
と
か
ら
冬
季

に
せ
ん
定
し
て
も
よ
く
開
花
し

ま
す
。

　
ウ
メ
以
下
は
夏
か
ら
秋
の
間
に

花
芽
を
作
っ
て
翌
年

咲
く
の
で
、
花
芽
が

で
き
て
か
ら
せ
ん
定

す
る
と
花
芽
の
あ
る

部
分
を
切
り
落
と
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
に
茎
の
先
端
や
、

先
端
に
近
い
側
芽
に

花
芽
を
つ
け
る
ア
オ

キ
以
下
は
、
大
ま
か

に
は
開
花
直
後
の
花
芽
分
化
前
に

作
業
を
す
る
か
、
遅
く
な
っ
た
ら

い
く
ら
か
花
が
少
な
く
な
る
の
を

覚
悟
の
上
で
間
引
く
よ
う
に
切
り

戻
し
た
り
し
ま
す
。

　
7
月
に
は
ツ
ツ
ジ
の
仲
間
も

花
芽
分
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

生
け
垣
な
ど
を
こ
れ
以
降
に
刈

り
込
む
と
来
年
の
花
は
少
な
く

な
り
ま
す
。

　
ウ
メ
や
ハ
ナ
モ
モ
な
ど
（
青
い

網
掛
け
部
分
）
は
冬
に
せ
ん
定
し

ま
す
。
そ
れ
は
花
芽
が
側
芽
に
で

き
る
の
で
枝
を
切
り
戻
し
て
短
く

し
て
も
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
（
資
料
6
）。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224
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診
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梅
雨
が
明
け
る
と
い
よ
い
よ
本
格

的
な
夏
に
入
り
ま
す
。
7
月
の
主
な

作
業
を
資
料
7
に
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
近
年
は
、
夏
期
の
異
常
気
象
が

果
実
生
産
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
の
で
、
も
う
一
度
基
本
技
術
を

徹
底
し
、
想
定
外
の
事
態
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

●
房
落
と
し
と
袋
掛
け

　
簡
易
被
覆
栽
培
ピ
オ
ー
ネ
は
、

7
月
上
中
旬
か
ら
果
実
が
柔
ら
か

く
な
り
着
色
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
時
期
は
、
最
終
の
着
果
房
数
の

見
直
し
や
袋
掛
け
（
資
料
8
）、
枝

の
手
入
れ
と
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
の
除

去
を
行
い
ま
す
。

　
樹
に
な
ら
せ
る
房
の
数
の
目
安
は
、

5
本
の
新
梢
に
3
房
で
す
。
あ
ま
り

多
く
な
ら
せ
る
と
着
色
不
良
や
樹

勢
の
低
下
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
枝

が
伸
び
て
い
る
場
合
は
、
副
梢
や

新
梢
の
先
端
を
切
除
し
ま
す
（
資

料
9
）。

　
袋
掛
け
は
、
直
前
に
農
薬
を
散

布
し
て
、
病
害
虫
の
い
な
い
状
況

で
行
い
ま
す
。
農
薬
散
布
は
、
房

に
か
け
過
ぎ
る
と
果
粉
が
流
れ
た

り
、
房
の
汚
れ
の
原
因
に
な
る
の

で
枝
葉
を
中
心
に
行
い
ま
す
。
梅

雨
明
け
後
は
、
着
色
不
良
や
高
温

時
の
薬
焼
け
を
防
ぐ
た
め
、
ビ
ニ
ー

ル
を
除
去
し
ま
す
。
そ
の
際
、
鳥

害
を
想
定
し
て
防
鳥
ネ
ッ
ト
な
ど

を
掛
け
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
土
壌
水
分
が
極
端
に
変

化
す
る
と
裂
果
の
原
因
に
な
る
の

で
、
灌
水
は
天
気
を
見
な
が
ら
、

少
量
を
こ
ま
め
に
行
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
柿
は
、
7
月
上
旬
に
生
理
落
果

が
終
わ
る
の
で
7
月
中
旬
か
ら
摘

果
し
、
傷
や
変
形
果
の
ほ
か
に
ヘ

タ
の
形
が
悪
い
も
の
も
摘
果
し
ま

し
ょ
う
。
ヘ
タ
の
形
が
悪
い
と
、

果
実
が
大
き
く
な
ら
な
か
っ
た
り
、

ヘ
タ
と
果
実
の
間
に
隙
間
が
で
き

た
り
し
ま
す
。
こ
れ
を
早
め
に
摘

果
す
る
こ
と
で
果
実
肥
大
や
、
隔

年
結
果
の
是
正
に
繋
が
り
ま
す
（
資

営農部指導課
小野 智寛

料
10
）。
　

　
6
月
下
旬
〜
7
月
上
旬
に
は
カ

キ
ノ
ヘ
タ
ム
シ
ガ
（
ヘ
タ
ム
シ
）
の

防
除
を
行
う
時
期
で
す
が
、
果
実

が
赤
く
色
づ
く
こ
ろ
に
葉
が
落
ち

て
し
ま
う
落
葉
病
も
多
く
み
ら
れ

る
の
で
、
同
時
に
防
除
し
ま
す
。

基
本
技
術
を
徹
底
し
、

想
定
外
の
事
態
に

備
え
ま
し
ょ
う

桃 収穫、新梢整理、灌水

新梢の誘引、灌水
ヘタムシ防除、摘果、追肥
追肥、灌水

収穫、灌水
灌水

房落とし、袋掛け、
ビニール除去、枝整理

新梢の摘心、
カミキリムシの防除、灌水
新梢の摘心、灌水
荒摘果、灌水
収穫

ブ　ド　ウ

梨
柿
梅

リ　ン　ゴ
ス　モ　モ

キ　ウ　イ
ミ　カ　ン
ビ　　　ワ

イ チ ジ ク

資料7 7月の主な作業

果軸

止金　

あらかじめ袋をふくらませて
おき、房を袋内中央に入れ、
止金の付いていない方をす
ぼめる。

止金を横に倒し、果
軸に巻きつけ口元を
しっかりしめる。

資料8 ブドウの袋掛け

資料9 果粒軟化直前の枝管理例

再伸長した、
副梢を切り返す

新梢の先端は
摘心節から3～5節
程度の硬くなった
節位で切り返す

新梢の先端から1本の副梢を伸ばした場合
資料10 柿の摘果

摘果（遅れ花果、小果、
ヘタ部の小さい果実）

残す果実…２０～２５葉に１果
（基部から２～４番目の大きく、
ヘタ部が正常な果実）

当年枝

結果母枝
（前年枝）

ヘタ部
大きくて
正常な形

果
樹

一
　
ブ
ド
ウ
の
管
理

二
　
柿
の
管
理




